
                       平成  年  月  日 
 
 
中国運輸局長 殿 

 
 
 
                      三次市地域公共交通会議 
                      会長 瀬 﨑 智 之 
 
 

平成２９年度地域公共交通確保維持改善事業に係る 
事業評価の報告について  

 
 
 
 地域公共交通確保維持改善事業実施要領（平成 23年 4月 1日国総計第 5号、
国鉄財第 4号、国鉄業第 4号、国自旅第 20号、国海内第 8号、国空環第 5号）
に基づき、平成２９年度地域公共交通確保維持改善事業の事業評価を実施した

ので、事業評価関係書類を送付します。 
 

【問い合わせ先】 
 〒７２８－８５０１ 
 広島県三次市十日市中二丁目８番１号 
 （担当）地域振興部 定住対策・暮らし支援課 
 （電話）０８２４－６２－６１２９ 
 （FAX）０８２４－６２－６２３５ 
 （E-mail）teijyu@city.miyoshi.lg.jp 
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別
添
１

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：
三
次
市
地
域
公
共
交
通
会
議

評
価
対
象
事
業
名
：
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

①
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
を
4
.5

人
以
上
と
し
て
い
た
が
，
実
績

は
3
.9
人
で
あ
っ
た
。

②
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
を
3
.0

人
以
上
と
し
て
い
た
が
，
実
績

は
3
.4
人
で
あ
っ
た
。

引
き
続
き
，
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し

を
行
う
と
と
も
に
，
関
係
自
治
体
で

協
議
を
行
い
，
運
行
内
容
の
見
直

し
を
含
め
，
検
討
を
行
う
。

備
北
交
通
株
式
会
社

　
赤
名
線

一
日
　
４
往
復

　
（
車
両
減
価
償
却
費
等
国
庫
補
助

金
）

Ａ

備
北
交
通
株
式
会
社

　
下
高
野
線
①

　
下
高
野
線
②

事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
，
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

利
用
実
態
に
応
じ
た
運
行
と
す
る
た

め
，
系
統
の
再
編
及
び
ダ
イ
ヤ
の

変
更
を
実
施
し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え

つ
つ
，
更
な
る
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
，
利
便
性
向
上
と
利
用
促
進
を

図
る
。

下
高
野
線
①
　
１
日
　
３
往
復

下
高
野
線
②
　
１
日
　
１
往
復

更
な
る
効
率
化
，
利
用
促
進
を
図
る

た
め
，
沿
線
で
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
運
行
事
業
者
と
の
協
議
を
実
施

し
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
，
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ｂ

各
地
区
週
１
回

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
，
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

A
一
月
あ
た
り
の
利
用
者
を
2
7
人

以
上
と
し
て
い
た
が
，
実
績
は

3
2
.0
人
で
あ
っ
た
。

Ｂ

１
便
あ
た
り
の
利
用
者
を
5
.0
人

以
上
と
し
て
い
た
が
，
実
績
は

4
.1
人
で
あ
っ
た
。

※
車
両
減
価
償
却
補
助
に
よ
り

１
台
導
入
し
た
。

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
，
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。④
事
業
実
施
の
適
切
性

A

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

停
留
所
周
辺
の
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
利
用
を
促
す
等
，
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
。

備
北
交
通
株
式
会
社

　
三
次
町
循
環

　
南
畑
敷
町
循
環

三
次
町
循
環
　
 　
4
.6
㎞

南
畑
敷
町
循
環
　
1
0
.2
㎞

  
　
　
　
　
　
　
　
  
計
　
1
4
.8
㎞

Ａ
１
循
環
あ
た
り
利
用
者
を
7
.0
人

以
上
と
し
て
い
た
が
，
実
績
は

7
.2
人
で
あ
っ
た
。

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
時
刻
表
等
を

掲
載
し
，
利
用
を
呼
び
掛
け
た
。
ま

た
，
市
内
の
中
学
校
で
バ
ス
教
室

を
実
施
し
た
。

作
木
町
内
生
活
交
通
検
討
会
と
連

携
し
つ
つ
，
利
便
性
の
向
上
及
び

利
用
促
進
を
図
る
。

作
木
町
内
を
運
行
し
て
い
る
市
民

バ
ス
と
の
棲
み
分
け
な
ど
に
つ
い

て
，
運
行
主
体
と
協
議
を
行
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
む
ら
さ
く
ぎ

　
作
木
町
上
地
区

　
作
木
町
中
地
区

　
作
木
町
下
地
区

2



地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿

（
事
業
実
施
の
目
的
・
必
要
性
）

三
次
市
は
広
島
県
北
部
の
山
間
地
域
に
位
置
し
，
面
積
は
7
7
8
.1
4
 
で
広
島
県
の
約
9
.2
％
を
占
め
て
お
り
，
人
口
は
平
成
2
9
年
1
1
月
1

日
現
在
で
5
3
,3
4
8
人
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
で
は
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
，
平
成
2
7
年
の
高
齢
化
率
は
35
.0
％
，
ま
た
1
5
歳
未
満
の
年
少
人
口
比
率
は
1
2
.5
％
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
，
誰
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
，
来
訪
者
を
含
め
た
，
誰
も
が
安
心
し
て

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
，
中
で
も
，
公
共
交
通
の
主
た

る
利
用
目
的
で
あ
る
通
勤
・
通
学
，
通
院
，
買
い
物
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
，
病
院
や
高
校
な
ど
市
中
心
部
へ
の
移
動
手
段
を
確
保

し
，
地
域
間
幹
線
系
統
と
接
続
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
（
デ
マ
ン
ド
型
・
路
線
型
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
，
生
活
交
通
網
の
構
築
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

別
添
１
－
２

事
業
実
施
と
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

三
次
市
地
域
公
共
交
通
会
議

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金
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平
成
２
９
年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
事
業
評
価

三
次
市
地
域
公
共
交
通
会
議

生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）
の
概
要

三
次
市
の
概
要

三
次
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の
構
成
員

地
図

協
議
会
の
主
な
取
り
組
み三
次
市
は
平
成
16
年
に
旧
三
次
市
と
双
三
郡
，
甲
奴
郡
甲
奴
町
が
合
併
し
広
域
な
市
と
な
り
，
広
域
移
動
を
中
心
と

し
て
主
要
拠
点
間
の
移
動
を
路
線
バ
ス
が
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
，
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
，
マ
イ
カ
ー
利
用
を
前
提
と
し
た
生
活

ス
タ
イ
ル
の
定
着
等
に
よ
り
，
公
共
交
通
の
利
用
は
減
少
傾
向
に
あ
り
，
そ
の
維
持
確
保
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
一
方
で
，
合
併
に
よ
る
生

活
圏
域
の
広
域
化
等
に
よ
り
市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
，
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
効
果
的
・効
率
的
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
必
要
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
地
域
内
交
通
を
確
保
維
持
す
る
取
組
と
し
て
，
市
街
地
を
循
環
す
る
バ
ス
「く
る
る
ん
」，
区
域
運
行
の
公
共
交

通
空
白
地
有
償
運
送
「さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便
」を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
広
域
移
動
と
し
て
，
赤
名
線
，
下
高
野
線
の
運
行
を
実
施
し
て
い
る
。

・平
成
16
年
４
月
に
１
市
４
町
３
村
が
合
併

・
人
口
5
3
,6
1
5
人
（
平
成
2
7
年
度
国
勢
調
査
）

・
面
積
7
7
8
.1
4
 

三
次
市
広
島
県
中
国
運
輸
局
三
次
警
察
署
学
識
経
験
者

住
民
又
は
利
用
者
の
代
表
私
鉄
中
国
地
方
労
組
備
北
支
部

備
北
交
通
㈱
㈲
君
田
交
通
三
次
み
ど
り
タ
ク
シ
ー
㈱

・市
街
地
循
環
便
の
整
備

・地
域
内
生
活
交
通
の
再
編

・路
線
バ
ス
の
再
編

・三
次
市
民
タ
ク
シ
ー
制
度
の
改
善

・車
両
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

・公
共
交
通
の
利
用
促
進
策
の
推
進
（バ
ス
の
乗
り
方
教
室
等
）

等
網
計
画
達
成
状
況
の
評
価
・改
善

・
公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
有
償
運
送
の
運
営
補
助

概
要

協
議
会
に
お
け
る
検
討

交
通
会
議
の
開
催
状
況

３
回
開
催

・
第
1
回
（
６
月
2
6
日
）
交
通
会
議
役
員
に
つ
い
て
協
議

・
第
2
回
（
８
月
2
9
日
）
平
成
3
0
-3
2
年
度
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
計
画

隣
接
市
町
運
営
有
償
運
送
の
本
市
乗
り
入
れ
を
協
議

・
第
3
回
（
1
2
月
８
日
）
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
計
画
事
業
評
価
を
協
議

別
添
２
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定
量
的
な
目
標
・
効
果

地
域
住
民
の
意
見
の
反
映

●
市
街
地
循
環
バ
ス
く
る
る
ん
：
（目
標
）
1
循
環
あ
た
り
7
.0
人
以
上
（目
標
の
根
拠
H
2
7
.4
～
H
2
8
.3
の
利
用
者
平
均
6
.9
人
）

（効
果
）市
街
地
で
の
通
院
や
買
い
物
等
の
移
動
支
援

●
さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便
：
（目
標
）
1
月
あ
た
り
の
利
用
者
数
を
2
7人
以
上
（
目
標
の
根
拠
Ｈ
2
7
.4
～
Ｈ
2
8
.3
の
利
用
者
平
均
2
6
.8
人
）

（効
果
）三
次
市
中
心
部
へ
移
動
す
る
際
の
接
続
向
上
，
外
出
機
会
の
提
供
，
医
療
機
関
等
へ
の
移
動
支
援

●
赤
名
線
：
（
目
標
）
1
便
当
た
り
の
利
用
者
数
を
5
.0
人
以
上
（
目
標
の
根
拠
H
2
7
.4
～
Ｈ
2
8
.3
の
利
用
者
平
均
4
.7
人
）

（効
果
）三
次
市
中
心
部
へ
の
移
動
支
援
，
通
勤
・通
学
，
通
院
，
買
い
物
等
の
利
用
促
進

※
車
両
減
価
償
却
補
助
に
よ
り
１
台
車
両
を
導
入
。
２
両
で
運
行
し
て
お
り
，
う
ち
１
台
が
補
助
対
象
車
両
。

●
下
高
野
線
：
（
目
標
）
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
を
下
高
野
線
①
を
4
.5
人
以
上
②
を
3
.0
人
以
上
と
す
る
。
（
目
標
の
根
拠
H
2
7
.4
～
Ｈ
2
8
.3
の
利
用
者
平
均
①
4.
1
人
②
2
.9
人
）

（効
果
）三
次
市
中
心
部
へ
の
移
動
支
援
，
通
勤
・通
学
・通
院
，
買
い
物
等
の
利
用
促
進

・
各
地
域
の
住
民
自
治
組
織
単
位
で
生
活
交
通
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
，

ニ
ー
ズ
や
現
状
の
把
握
に
よ
る
運
行
内
容
の
見
直
し
や
利
用
促
進
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
，
地
域
内
生
活
交
通
検
討
会
の
設
立
を
随
時
行
っ
て

い
る
。
（
平
成
2
9
年
1
1
月
現
在
，
5か
所
で
設
立
済
み
）

・
沿
線
で
交
通
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は

運
行
内
容
の
見
直
し
等
の
参
考
と
す
る
。

三
次
市
地
域
公
共
交
通
会
議

事
業
の
評
価

実
施
し
た
利
用
促
進
策

昨
年
度
の
自
己
評
価
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

●
市
街
地
循
環
バ
ス
く
る
る
ん

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
時
刻
表
等
を
掲
載
し
，
利
用
を
呼
び
掛
け
た
。

●
赤
名
線
系
統
の
再
編
及
び
ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
実
施
し
た
。

●
下
高
野
線
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
運
行
事
業
者
と
の
協
議
を
実
施
し
た
。

●
さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便

市
民
バ
ス
と
の
棲
み
分
け
な
ど
に
つ
い
て
，
運
行
主
体
と
協
議
を
行
っ
た
。

昨
年
度
の
運
輸
局
二
次
評
価
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
，
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
等
に
時
刻
表
の
掲
載
を
行
い
，

利
用
を
呼
び
掛
け
た
。

・
運
行
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
，
市
内
中
学
校
で
「
バ
ス
教
室
」
を
実
施
し
た
。

・
運
行
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
，
全
停
留
所
の
時
刻
や
運
賃
額
が
掲
載
さ

れ
た
バ
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

・
運
行
実
績
を
も
と
に
，
運
行
内
容
の
見
直
し
協
議
を
行
っ
た
。

・
引
き
続
き
バ
ス
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
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事
業
実
施
の
適
切
性

目
標
・
効
果
達
成
状
況

事
業
の
今
後
の
改
善
点

三
次
市
地
域
公
共
交
通
会
議

事
業
の
評
価

す
べ
て
の
路
線
（区
域
）に
お
い
て
，
運
行
事
業
者
並
び
に
関
係
団
体
協
力
の
も
と
，
計
画
ど
お
り
事
業
は
適
切
に

実
施
さ
れ
た
。

●
市
街
地
循
環
バ
ス
く
る
る
ん
：
（
目
標
）
１
循
環
あ
た
り
7
.2
人
で
，
目
標
7
.0
人
以
上
を
上
回
っ
た
。
新
た
に
立
ち
寄
り
を
始
め
た

施
設
（市
民
ホ
ー
ル
）
で
の
利
用
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
，
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
，
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

（
効
果
）
市
街
地
で
の
通
院
や
買
い
物
等
の
移
動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便
：
（
目
標
）
１
月
あ
た
り
の
利
用
者
数
が
3
2.
0
人
で
，
目
標
の
2
7
人
以
上
を
上
回
っ
た
。

（
効
果
）
三
次
市
中
心
部
へ
移
動
す
る
際
の
接
続
向
上
，
外
出
機
会
の
提
供
，
医
療
機
関
等
へ
の
移
動
支
援
を
確
保
で
き
た
。

●
赤
名
線
：
（
目
標
）
１
便
当
た
り
の
利
用
者
数
4
.1
人
で
，
目
標
5
.0
人
以
上
を
下
回
っ
た
。
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
，
関
係
自
治
体
で
協
議
を
行
い
，
運

行
内
容
の
見
直
し
を
含
め
，
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
効
果
）
三
次
市
中
心
部
へ
の
移
動
支
援
，
通
勤
・
通
学
，
通
院
，
買
い
物
等
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
下
高
野
線
：
（
目
標
）
１
便
当
た
り
の
利
用
者
数
は
下
高
野
線
①
は
3
.9
人
、
②
は
3
.4
人
で
、
①
は
目
標
を
下
回
っ
た
が
、
②
は
目
標
を
達
成
し
た
。

（
効
果
）
三
次
市
中
心
部
へ
の
移
動
支
援
，
通
勤
・
通
学
・
通
院
，
買
い
物
等
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
市
街
地
循
環
バ
ス
く
る
る
ん
：
利
用
者
数
の
目
標
は
上
回
っ
た
が
，
今
後
も
停
留
所
周
辺
の
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
利
用
を

促
す
な
ど
，
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

●
さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便
：
他
の
交
通
手
段
へ
の
乗
換
等
，
作
木
町
内
生
活
交
通
検
討
会
と
連
携
し
つ
つ
，
利
便
性
の
向
上
及
び

利
用
促
進
を
図
る
。

●
赤
名
線
：
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
し
を
行
う
と
と
も
に
，
関
係
自
治
体
で
協
議
を
行
い
，
運
行
内
容
の
見
直
し
を
含
め
，
検
討
を
行
う
。

●
下
高
野
線
：
平
成
2
6
年
度
中
の
一
部
路
線
の
変
更
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
利
用
が
徐
々
に
伸
び
て
い
る
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
，
利
便
性
向
上
と
利
用
促
進
を
図
る
。
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交
通
体
系
図
別
紙
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名

三
次
町
循
環
，
南
畑
敷
町
循
環

運
行
形
態

４
条
路
線
・
乗
合
バ
ス
型
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数

1/
1，

1/
2を
除
く
毎
日
運
行
一
日
８
便

運
賃

一
乗
車
２
０
０
円
（
高
校
生
ま
で
１
０
０
円
）
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名

作
木
町
上
地
区
・
中
地
区
・
下
地
区

運
行
形
態

公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
・
区
域
デ
マ
ン
ド
型

運
行
日
・
便
数
月
・
水
・
金
上
地
区
３
便
，
中
地
区
５
便
，
下
地
区
２
便

運
賃

一
乗
車
３
０
０
円

平
成
２
８
年
１
０
月
１
日
現
在
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名

赤
名
線

運
行
形
態

４
条
路
線
，
乗
合
バ
ス
型
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数

1/
1，

1/
2を
除
く
毎
日
運
行
一
日
４
便

運
賃

対
キ
ロ
区
間
制
（
15

0円
～

14
60
円
）

花
栗
口

三
次
工
業
団
地

Ｍ
Ｅ
Ｃ

三
次
高
校

都
賀
都
橋

診
療
所

大
津
両
国
橋

東
酒
屋

下
宮
内

永
田
車
庫

運
動
公
園
入
口

三
次
中
央
病
院

至
　
庄
原

至
　
庄
原

神
野
瀬

湯
木
車
庫

上
大
月

三
次
中
学
校
前

都
賀
上
野

伊
賀
和
志
上

上
布
野

三
次
太

才
町

ゆ
め
ラ
ン
ド

布
野

赤
名

地
主
橋

粟
屋

上
四
十
貫

三
次
駅
前

君
田
別

胡
町

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

三
次

巴
橋

口
羽
駅
三
叉
路

新
市
車
庫

櫃
田
口

モ
ー
モ
ー
物
産
館

上
大
月
車
庫

下
高
野
山

羽
須
美
役
場
前

口
羽

田
原

君
田
診
療
所

運
行
系
統
図
（
赤
名
線
）
 H
2
8
.1
1
.1
現
在

系
統
番
号

系
　
　
統
　
　
名

9
0
0
-
5
3
赤
名
～
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野
・
三
次
駅
前
～
三
次
中
央
病
院

起
終
点

4
.0
4
.0
4
.0

運
行
回
数

平
日
土
曜
日
祝

口
和
診
療
所

（
地
域
間
幹
線
系
統
）

備
北
交
通
バ
ス

三
城
線

平
日
２
５
．
５
回
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名

下
高
野
線

運
行
形
態

４
条
路
線
・
乗
合
バ
ス
型
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数

２
系
統
（
君
田
町
経
由
・
口
和
町
竹
地
谷
経
由
）
あ
り
。
君
田
町
経
由
３
便
（
毎
日
運
行
２
便
，
月
～
土
運
行
１
便
）
，
竹
地
谷
経
由
１
便
（
月
～
金
運
行
）

運
賃

対
キ
ロ
区
間
制
（
16

0円
～

15
20
円
）
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